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研究成果の概要（和文）： 
まず、レイアウトの異なる実稼働しているワークプレイスで、ZPS を用いてオフィスワーカー

の移動距離や行動範囲等の行動計測とストレス計測を行い、オフィスワーカーの計測方法を確

立した。これらの得られた客観的な計測データを尺度として、ワークプレイスのレイアウトの

評価を知的生産性の視点から行うことができることを示した研究である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
After	
 measurement	
 of	
 office	
 workers’	
 behavior,	
 moving	
 distance	
 and	
 range	
 using	
 ZPS	
 and	
 
stress	
 measurement	
 of	
 an	
 office	
 worker	
 were	
 performed,	
 the	
 office	
 workers'	
 measurement	
 
methods	
 were	
 established	
 in	
 the	
 different	
 layout	
 type	
 office	
 which	
 is	
 real-working	
 firstly.	
 
It	
 is	
 cleared	
 that	
 the	
 layout	
 of	
 a	
 workplace	
 could	
 be	
 evaluated	
 from	
 the	
 viewpoint	
 of	
 
knowledge	
 productivity	
 by	
 using	
 these	
 obtained	
 measurement	
 data	
 in	
 this	
 research.	
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2010 年度	
 8,400,000	
 2,520,000	
 10,920,000	
 

2011 年度	
 3,700,000	
 1,110,000	
 4,810,000	
 

2012 年度	
 1,600,000	
 480,000	
 2,080,000	
 

年度 	
 	
 	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
 計 13,700,000	
 4,110,000	
 17,810,000	
 

	
 

 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学	
 都市計画・建築計画 
キーワード：計画論 
 
１．研究開始当初の背景 
日本では、工場の生産性は世界の最高水準

にあるといわれているが、知的生産性は依然
として先進諸国では低いといわれている。知
的生産性を向上させることは、アジアの中国
などのフォローイング諸国との競争や欧米諸
国との競争に対処するためにも、またワーカ
ーの負担を増やすことなく知的生産性を上げ
てゆく方法やそのための空間を創出すること
が国内・国際的視点からきわめて重要である。

現在まで、知的生産とワークプレイスの関連
性や生産性の高いワークプレイスの計画の十
分な知見が得られていないのが現状である。
これまでの知的生産性とワークプレイスに関
する研究の内外の状況は、環境工学分野では
室内温度と生産性の主観評価の研究が国内外
で為されている。しかしこれらは、事務所の
温度設定の問題に限定されており、ワーカー
の知的活動との関係には踏み込んでいない。
また、経営学分野では、SECI	
 モデルがワーカ
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ーの知的創造的行為のモデルとして知られて
いるが、観念的なモデルで知的行為の実証性
が困難と言える。	
 
行動調査の研究事例では、一定間隔の画像

を用いて事務所でのワーカーの行動を調査し
たもの、調査員を派遣して20	
 人くらいの部署
の観察調査したものなどが日本建築学会論文
集や情報システムシンポジュウムで報告され
ているが、部分的な行動分析であり、本格的
なワークプレイスの知的生産性の把握には至
っていない。昨年、機会を得て多くの海外の
先進事例（ドイツ、英国、アメリカ）、研究
機関、設計組織を訪問し、本研究の予備的調
査と先方機関との交流をおこない情報収集を
行ったが、DEGW	
 とロンドン大学で本研究と同
様のワーカーの行動を把握する試みが計画さ
れている以外に事例はない。	
 
本研究では、知的生産を支える空間を捉え

るのに、３	
 E(Efficiency,	
 Effectiveness,	
 
Expressiveness)の視点からワークプレイス
の計画を深化させることを特徴としている。
このうちEfficiency	
 とは、生産性の効率であ
り、いわゆる生産性、作業性、効率性である。
次にEffectivenessは生産性を上げるために
とるべき方法であり、空間計画、改善方法、
空間戦略などをさし、ワークプレイスの改善
に必要な項目であり、コミュニケーションが
重要な役割を果す。Expressiveness	
 は、上記
のことを満たしたうえで、さらにブランディ
ングなど、企業としてメッセージを強く発す
ることにより、より優秀な人材を確保し、一
層の知的生産性、安定性、発展性を成し遂げ
ることを指す。	
 
これらのワークプレイスの計画的な深化

段階を前提にして、ワークプレイスが知的生
産に果たす役割の位置づけを行い、ワークプ
レイスで行われている行動を調べて、コミュ
ニケーション行動を活性化させるワークプ
レイスの指標を得る。次に、これらをワーク
プレイスの先進事例に当てはめて検証し、こ
れらの計画的知見をワークプレイスの計画
に反映することが本研究の目的である。	
 
 
２．研究の目的 
ワーカーの知的行動を分類すると22種類あ

るといわれている。ワーカーの行動を評価す
るのに外的に行動計測する方法と、内的な主
観評価による方法を用いる。本研究では、外
的に行動を捉える方法では、22種類の行動を
それぞれ個別に評価するのではなく、ワーク
プレイスでの行動を連続した行動のシークエ
ンスから行動パターンを捉える。これらの行
動を捉えるのに、UWB	
 を用いたRFID	
 センサー、
3D	
 加速度計、高指向性マイクを用いて、ワー
クプレイスにおけるワーカーの行動を把握す
る。	
 

この方法で、ワーカーが、いつ誰とどのよ
うな場所で活動しているかを、様々なレイア
ウトの事務所建築で調査をおこなう。この場
合、ワーカーの活動は、自席のみならず移動
空間、階段、休憩スペースなど建物全体で行
われていると考える。次に、発話の有無と位
置計測からインフォーマルなコミュニケーシ
ョンが行われている場所を調べ、場所とワー
カーのインフォーマルコミュニケーション行
動の関係を捉える。同時に、簡単な調査シー
トにワーカーの内的な評価を書いてもらう方
法で主観評価を調べる。このような調査をキ
ュービクルと呼ばれる固定席のワークプレイ
スとフリーアドレスのワークプレイス、及び
両者をミックスした典型的な事務所で調査を
おこなう。	
 
これらのワーカーの行動と調査と分析を通

して、ワークプレイスの計画に反映する知見
として、以下のものを得ることを目的とする。	
 
(1)ワーカーがいつ、どのような場所で（社内
外、自席等）、誰と、どのようなワークをし
ているか、ワークスタイルとワークプレイス
の関係を明らかする。	
 
(2)建物内でインフォーマルコミュニケーシ
ョンが行われている場所を明確に把握する。	
 
(3)ワーカーの生産性、快適性等の主観評価を
得る。	
 
(4)ワーカーの行動と評価に関連する建築的
指標を抽出して、その建築的指標を用いてワ
ーカーの行動と知的生産性の関係を調べる	
 
(5)これらの指標を国内外の先進的事例に適
用してワークプレイスの評価を行って、その
有効性を検証する。（評価マトリックス）	
 
これらの研究は、海外の研究機関と連携し

て、比較検討しながら進める。	
 
これまでの日本でのワークプレイスでの生

産性の研究は、SECI	
 モデルなど観念的なもの
が多く、また、実践面ではフリーアドレスオ
フィスの効能を記したものもあるが、これは
事務所面積を減少させてコスト削減を図る効
果を狙ったもので、これらの知的生産性の実
体的な検証は弱いと現状ではいわざるを得な
い。	
 
この研究では、実際のオフィスにおいて、

UWB	
 を用いた RFID	
 センサーネットワークを
用いて 30cm	
 内外の位置誤差でワーカーの位
置をリアルタイムで把握し、これらの軌跡と
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図‐１	
 人の位置情報に基づく行動、活動状態（インフォーマルコ
ミュニケーション、作業の種類の特定、会話の有無、在席状況）の
計測センサーネットワーク	
 

 



３D	
 加速度から行動と場所を同定し、これら
の行動のシークエンスから自席の作業や打
合せ等の行動パターンと場所の関係を捉え
る（図−1）。同時に、ワーカーの発話の有無
からインフォーマルコミュニケーションを
把握する。これらのワーカーの行動計測に基
づくエビデンスによって、知的生産行動を得
るところにオリジナリティと先進性、有用性
がある。次にこれらのワーカーの知的生産行
動と空間（ワークスペース）の関係を捉え、
知的生産行動とどのような空間的指標が関
連しているのかを調べる。この方法で抽出し
た指標と上記３E	
 の指標を用いて国内外の
ワークプレイスの評価と位置づける建築計
画研究を英国の研究チーム（DEGW	
 を代表と
する）と行うところに国際性と新規性がある。	
 

 
３．研究の方法 
ワークプレイスでのワーカーの行動と同時

にワークプレイスの空間指標の把握をおこな
う。さらに主観評価法による評価実験をおこ
なう。知的生産性に関連の深い空間や要因を
引きだし、ワークプレイスの評価と計画研究
を行う。	
 
(1)ワーカーのワークスタイルの調査	
 
まず、ワーカーのワークスタイルの調査を

行う。知的作業に従事するワーカーは、これ
までのワーカーとは異なり、自席回りや社内
での他部署、社外、自宅など様々な場所で仕
事をしている。これまでの経験的な観察でも、
大体在席率は50％ぐらいで、高度な作業をす
るし職階の高いワーカーほど、在席率が下る
ことが分かっている。本研究では２〜４週間
の位の期間を目処に調査を行う。調査内容は、
ワーカーの社内／社外、自席廻り／他部署、
自席作業／会議打合せ（社内・社外）、ソロ
ワーク／チームワークなどである。スケジュ
ール管理ソフトを用いてワーカーに記入して
もらう方法で、４職種200	
 人を調べる。	
 
(2)行動計測	
 
ワーカーの単純作業から創造的作業まで行

動を分類すると22	
 種類あるといわれている
オフィスワークの行動を計測・調査する。こ
れらの22	
 項目ごとに調査する方法ではなく、
本研究ではワークプレイスの作業や行動を連
続した行動として捉え、それらのシークエン
スと時間変化から行動パターンを捉える。こ
れらの行動を計測するのに、３Ｄ加速時計、
UWB	
 を用いたRFID	
 センサーネットワークを
用いて位置、時間、速度、加速度等から高度
を同定し、ワークプレイスにおけるワーカー
の行動を計測・調査する。同時に、高指向性
マイクによって発話の有無を計測する。これ
によって、22	
 種類と云われているワークと
様々なコミュニケーション行動がどのような
場所で、いつ誰とどのように行われているか
を、タイプの異なる事務所で調査をおこなう。	
 

(3)インフォーマルコミュニケーションの調
査	
 
ソロワークだけでなく、チームワークを把

握するために、インフォーマルなコミュニケ
ーションに着目し、それらがどのような場所
（自席廻り、休憩スペースなど）で行われて
いるのかを位置・発話情報から調べ、場所と
ワーカーのインフォーマルコミュニケーシ
ョン行動の関係を調べる。	
 
	
 

４．研究成果	
 
(1)研究経過	
 
①22年度は、UWBセンサーネットワークを用

いて、ワーカーの行動を詳細に調査する予定
であったが、UWBセンサーネットワークの使用
電波帯が携帯電話に移行されたので、予定し
ていたUWBセンサーネットワークの使用不可
能となり、ZPS（超音波位置計測システム）を
使用してワーカーの行動調査を行うことに変
更した。さらに、東日本大地震のために、３
月の調査が不可能になり、5月16日（月）から
5月27日（金）まで、フリーアドレスオフィス
のワーカーの行動をZPSで詳細に調査し、同時
に定点カメラによる撮影、調査員による席の
占有状況の目視記録の調査を行なった。その
結果、自席（朝最初の座った座席）からの行
動範囲は、ほとんどが5ｍ以内であり、1日の
総移動距離は約700ｍであることなどが判明
した。	
 
2回目の調査として、23年7月19日～22日、

同25～29日の計9日間、働き方のエクセル形式
のアンケート、定点カメラによる撮影、調査
員による席の占有状況の目視記録の調査を行
なった。調査対象は上記の建設会社設計部の
フリーアドレスオフィス、及び固定席オフィ

 

 

 

調査事例（フリーアドレス） 

図−2	
 	
 調査事例（固定席） 



スである。その結果、固定席オフィスの方が、
自席滞留時間の割合が少なく社内会議の比率
が大きいことが分かった。その一方で、フリ
ーアドレスオフィスの社内在席時間が少なく、
社外での時間が長いことなどが分かった。詳
細は、論文にて発表した。（論文⑧⑪⑫）	
 
②23年度は、震災の影響により、22年度の

調査が7月まで行われたので、それらの得られ
たデータの解析と論文への纏めの作業と平行
して、実質的には9月からスタートとなった。
23年度は、ワークプレイスの評価方法として
、従来からのワーカーの行動計測に加えて、
ワーカーの生理面から評価する方法として、
ストレスを計測する方法を研究し、国内外の
事例と実際のワークプレイスでの計測し易さ
から、α-アミラーゼの活性化指標を用いるこ
とにした。	
 
調査対象として、建設会社設計部のフリー

アドレスオフィス、及び固定席オフィスとし、
24年2月27日〜3月2日、3月5日〜9日の計10日
間行った。ワーカーから1時間おきに唾液採取
用チップで唾液を採取し、唾液アミラーゼモ
ニターで計測した。同時に、簡単なアンケー
トで主観的なストレス状態、仕事の進捗状況
を尋ねた。作業内容等は、調査員がその場で
記録した。	
 
その結果、フリーアドレスオフィスの方が

課長職を除いてα-アミラーゼの活性値が固
定席オフィスよりも高いことが分かった。課
長職がフリーアドレスで低くなるのは、固定
席オフィスよりもフリーアドレスオフィスの
方が、管理やコミュニケーションの取りやい
ことに原因があることが推測された。その一
方で、フリーアドレスオフィスは主観的にも
ストレス度合や仕事の進捗度合も高い回答で
あった。これらの研究成果は現在建築学会大
会梗概集で24年度発表した。（論文⑨⑩）	
 
2月10日から20日まで国土交通省支援の知

的生産性研究委員会のメンバーと共同で、イ
ンド、シンガポール、マレーシアの先進的事
例の視察調査を行った。特にインドではIT企
業、シンガポールでは都市開発において先進
的オフィスが建設されつつあり、貴重な事例
収集と情報交換が出来た。	
 
③24年度は当研究の最終年度であるあるた

めに、研究成果のまとめとともに、ZPSを用い
て、昔からある典型的なレイアウトである島
型配置のオフィスとキュービクルタイプのデ
ザインオフィスで行動計測とストレス値の調
査を行った。得られたこれらの様々なデータ
を比較することで、研究目的である行動計測
に基づくオフィス評価の方法を調べた。	
 
(2)得られた成果	
 
ストレス調査では、同じ業務を行う固定席

とフリーアドレスオフィスの調査結果の分析
を行い、一般のワーカーのストレスは固定席
よりフリーアドレスの方が高く、逆に管理職

のストレス値は、固定席の方がフリーアドレ
スオフィスより高くなった。さらに仕事のは
かどり具合や主観的なストレスとαアミラー
ゼで計測されるストレス値との関係について
詳細に分析して、ストレス値がワークプレイ
スの評価に重要な指標となることを明らかに
した。つぎに、フリーアドレスオフィスのワ
ーカーのZPSデータを分析して、移動距離、行
動範囲を調べた。ワーカーの移動距離は、最
大は463ｍ/h,	
 最小は3.9ｍ/h，平均82.5ｍ/h
であった。行動範囲は、大半ワーカーが自席
から6ｍ以内の範囲で業務を行っていること
が判明した。（論文①②）	
 
古典的なレイアウトである島型のオフィ

スは、固定席で面積当たりの収容人数が多い
コンパクトな効率的なレイアウトであるに
もかかわらず、ワーカーの１時間あたり移動
距離は平均 236ｍ/h とフリーアドレスオフィ
ス(平均82.5ｍ/h)の約3倍であることも追加
調査で判明した。（学会発表①）ワークプレ
イスの評価に、仕事のはかどり具合や主観ス
トレスなどの主観的な評価法に加えて、行動
計測にもとづくワーカーの移動距離、行動範
囲の大きさ等の行動に基づく評価法とワー
カーのαアミラーゼによるストレス値の評
価法を加えることで、エビデンスに基づくワ
ークプレイスの評価方法が確立できる目途
が立った。（学会発表③〜⑥⑯⑱）	
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